
のかもしれません。結果、博報堂に受
かるのですが、件の支社長は「すごい
会社に受かったな」と喜んでくれ、快
く送り出してくれました。本当にいい
方でした。
　博報堂で過ごした６年間は、楽しか
ったですよ。営業として大手コンビニ
エンスストアや有名テーマパークなど
一部上場の大手企業から九州の元気な
中小企業まで、さまざまな企業のプロ
デュースに携わることができましたか
ら。中でも九州支社時代は、サラリー
マン人生の絶頂だったかもしれません。
中小企業の経営者と対峙しながら仕事
をするので、大胆な提案もできました
し、大胆に採用いただくことも少なく
なかったからです。だから、生まれ育
った原宿の商店会の方々から「区議会
議員にならないか」と打診されたとき
は、一言のもとに断わりました。たし
か、27歳くらいのときだったと思いま
す。
　気持ちが変わったのは30歳という
節目を迎えたときでした。ことあるご
とにやってみないかと水を向けられて
いるうち意識するようになっていたし、
商店会の方が言った言葉が心に刺さっ
てもいました。「長谷部くんは、プロ
デュースとよく口にするが、政治もソ
ーシャルのプロデュースだ」と。会社
の同期の中には起業して成功している
人間もいたので、会社を辞めることに
抵抗はありませんでしたし、30歳でゼ
ロになった気がして立候補することを

芝生化、渋谷区全体がキャンパスとい
うコンセプトの市民大学「シブヤ大学」
の設立など、さまざまなことを議会に
提案し実現してきました。
　そして４期目も出馬するか迷ってい
たときに、前区長から後継者候補に指
名されたのです。正直なところ、最初
はためらいましたよ。忙しさも責任の
重さも区議とはまったく違いますから。
でも、やり残したことがあるというモ
ヤっとした思いも、どこかにありまし
た。パートナーシップ証明書＊を発行
する条例も最後までやり遂げたいとい
う気持ちが強かったですし。それに、
自分自身がハンドルを握る区長という
立場になると考えたとき、やりたいこ
とが次々と浮かんできたのです。
　区長となった今は、あのとき浮かん
だアイデアや周りの方々からの声を吸
収、消化しながら渋谷区をより良い街
へしていくために、さまざまな活動を
行っています。たとえば、都心という
立地だからこそ、コミュニティの結び
つきを強くしたいと「渋谷おとなりサ
ンデー」という取り組みをはじめまし
た。普段話す機会の少ない近隣の人と
もっと顔見知りになれるよう、６月第
一日曜日を地域でさまざまなイベント
を行ったり、清掃活動に参加したりす
る日にしようと呼びかけています。渋
谷のさまざまな社会的課題の解決や渋
谷の未来像のデザインを考える、産官
学民連携の「一般社団法人渋谷未来デ
ザイン」も設立。甲州街道の渋谷区側
の活性化策も考えているところです。
　区議、区長として活動している自分
を支えている根っこは、渋谷生まれ渋
谷育ちという地元に対する深い想いで
す。でも、区議、区長として活動でき
ているのは、多くの人とのつながりだ
と痛感しています。そんな人とのつな
がりをグッと広げてくれた最初の機会
が専大時代だったと感じています。（談）

決意しました。
　ただ、渋谷区の区議会議員を目指す
のに、街のために何かをしたことがな
かったので、地元の原宿表参道欅会の
清掃活動に参加するようにしたんです。
そのとき、もっと人を集められれば、
もっときれいになるし、ゴミを捨てな
い人を増やせれば、そもそも街が汚れ
ないという思いが浮かんできて、グリ
ーンバードというNPO法人を立ち上
げました。以来、グリーンバードの思
想を理解し、コミュニティリーダーに
なれる人にだけのれん分けをしていっ
たことで、今ではグリーンバードは国
内だけでなく海外にも広がっています。
パリでは市長から「素晴らしい活動だ」
と手紙をもらったこともあります。

人とのつながりをグッと広げて
くれた最初の機会が専大時代

　渋谷区議として３期12年の間に表
参道イルミネーションの復活やコミュ
ニティスクール、渋谷保育園の園庭の

オージーボール
一色の大学時代

　大学時代は、オーストラリアンフッ
トボール（オージーボール）に夢中で
した。これはオーストラリアで誕生し
たラグビーに似たスポーツで、楕円形
のクリケット競技場を使い、１チーム
18人で行います。
　小さい頃からスポーツが大好きで高
校まで野球や柔道を続けていたので、
専修大学でもスポーツをするつもりで
した。まずはアメリカンフットボール
部を見学しに行こうとしたのですが、
その手前でオージーボールの人につか
まり見学にこないか、と。後から知っ

たのですが、アメフトに興味を持った
学生を引き入れるのが毎年の手だった
ようです。私も、その手にまんまとは
まった一人でした（笑）。行ってみる
とスパイクとユニホームがそろってい
て、少しやってみると「うまい！」と、
とにかく褒められるんです。初めて家
族で行った海外旅行先がオーストラリ
アで、ホテルのテレビでオージーボー
ルの試合中継を見ていたことや、中学
のときにオーストラリアのプロチーム
が横浜に来たことを覚えていたことに
も何か縁を感じて入部を決めました。
当時は、競技人口200人くらいで日本
代表になりやすいと言われたのも決め
手の一つだったように思います。

より良い渋谷を目指して汗をかく
人とのつながりに感謝しながら

大学時代、

オーストラリアンフットボールの

日本代表として活躍し、

卒業後は博報堂に入社した

長谷部 健さん。

「博報堂の仕事は楽しかった」と

語りながらも、退職、渋谷区議、

そして区長という道を選んだのは

なぜだったのでしょうか。

長谷部 健さん （平８・会計）
渋谷区長
はせべ　けん●1972（昭和47）年生まれ。東京都出身。
専修大学商学部会計学科卒業。株式会社博報堂に務
めた後、2003年に退職。NPO法人green birdを設立
してゴミのポイ捨て対策のプロモーション活動を始め
る。同年に渋谷区議会議員選挙でトップ当選を果たし
て区議に。以後、３期渋谷区議員として活動し、
2015年に渋谷区長に当選した。

わ れ ら 専 修 人
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　実際、日本代表にも選んでもらい、
年に１回海外遠征でオーストラリアへ
行ったり、シンガポールやネイビーの
チームと試合をしたりしました。おか
げで学内はもちろん、他大学やオース
トラリア大使館の人、海外チームのメ
ンバーなど、本当に人のネットワーク
が広がった４年間でしたね。オースト
ラリアへ遠征したとき、試合には負け
ましたがMVPに選ばれたこともあり
ました。小さい身体でごついオージー
に向かっていく姿が評価されたようで
す。翌日の現地紙の一面に「サムライ、
ケン」と掲載されたんですよ。これは、
就職活動でも活用させてもらいました。

「政治は、ソーシャル
プロデュースだ」

　卒業後もオージーボールを続けよう
と、オーストラリアでチームを探した
のですが、興味を持ってくれたのは３
部所属のチームだけ。給与は月300オ
ーストラリアドル（１ドル80円代＝当
時）程度しかなく、とてもスポーツだ
けで食べていくのは無理でした。それ
でも、オーストラリアへ行きたいと、
在日のオーストラリア企業へ就職希望
の手紙を出したところ、ある投資会社
の日本支社長が私のことを面白がり、
内定らしきものを出してくれたのです。
でも、「せっかく新卒なのだから他の
企業も受けた方がいい」と背中を押し
てくれて。それで、興味のあった広告
代理店を受けることにしました。大学
時代、遠征費を確保するためスポンサ
ーを探して企業を訪問したり、飛行機
代を安くするため走り回ったりする中
で、広告業界への関心が芽生えていた

オーストラリアンフットボールで
ともに戦った仲間たちと

（写真提供：長谷部さん）
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